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１．研究計画の概要 

   後期読本史の全体像を把握するためには、
文化５、６年(1808、09)頃の、江戸読本の隆
盛とそれによる江戸・上方読本間の作風の融
合以前に位置する、享和～文化初年(1800～
05 年頃)の上方読本の実態の解明が不可欠で
ある。これに該当する作の多くは、実録を種
本としており、その影響関係を明らかにする
必要がある。既に従来の研究(2005～07 年
度・基盤研究(C))に基づき、京都の作者・速
水春暁斎の読本に独自の記述体が存するこ
と、それを踏襲する方法が、栗杖亭鬼卵など、
文化期後半以降の作者の読本にも見出され
るとの結論を予測し得ているので、このこと
を、各作者各作品に即して検証しようとする。 

 

２．研究の進捗状況 

 上方作者・速水春暁斎の〈絵本もの〉読本
に始まる記述体（構成の型）が、この後上方
読本が江戸読本と融合を始める文化５、６年
（1808、09）頃以降も、実録依拠の読本にお
いて踏襲されていることを解明した。 

そして文政期（1818～）に入ってからも、
上方作者たちは実録依拠の読本の制作を続
ける（好華堂野亭、文亭箕山など）。更には、
江戸作者が上方へ入って来て、上方作者と交
流しながら、実録依拠の読本を執筆しており、
そこにも春暁斎以来継承された要素が存す
ることをも把握した。 

一方で、典拠の側に位置する実録の様式の
解明も行い、幾つかの実作品を分析対象とし
て、実録特有の記述のあり方とは何であるか
を把握し、論文著書を通じて公表した。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

 ２に述べた研究成果に基づく、後期上方読
本の論、上方・江戸読本比較の論、実録の様
式把握の論を、論文・著書を通じて公表した。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 今後は、文政期（1818～）の読本で、実録
に依拠するものを中心に、そこに存する様式
を探究する。 
 文政期の実録依拠読本を主たる対象に、春
暁斎以来の流れがどこに行き着いたのかと
いう点を追究し、実録依拠の読本の成立と、
その後の展開について、全体像を把握し、本
研究のまとめとする。 
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